
「デバイスからクラウドまで」が守備範囲の
弊社は、主に現場からデータを吸い上げ
るという部分に一番重点を置いています。  
最近、現場からのデータを用いたドローン
とのコラボを考える機会がありました。  
 
例えば、ドローンを移動型センサとして使
用して、太陽光パネルの点検などをドロー
ンに任せたら・・・。  
 
まずは飛行ルートや時間などを設定し、自
動で点検に行って自動で帰って来てくれ
るようにしておきます。  
そして、日々上がってくるデータを解析し
た上で、発電量が少ない箇所を見つけら
れるようにしておきましょう。  
その上で写真を撮ってくるようにしておけ
ば、発電量が少ないのは、「汚れで掃除が
必要」なのか、「傷などで修理が必要」なの
か、はたまた「雑草の刈り取りが必要」なの
か、などが現場に行かなくても、ドローンを
操縦できなくても誰にでもわかるようになり
ます。 
対応担当の部署に連絡までしてくれたら
最高ですね。  
バッテリーが切れそうになったら自動で充
電器のところまで帰って来てもらって、 強
風や大雨の日には飛ばないよう設定しま
しょう。 
 
現地へ割く人件費を、修理や部品交換の
時などの最小限に抑えられることを思うと
かなりコスパが良いのではないでしょうか。  
 
広い場所での在庫管理でも役立ちそうで
す。 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いつもお世話になっております。
弊社の実績や技術を知っていただくために月に一度ほどお邪魔いたします。

アルドネット株式会社

とは⁉ 

産業系・IoT・DXの分野におい

て、システム企画・開発・政策・

コンサルティング業務を行って

おります。 お客様の外部研究

機関として気軽に使っていただ

けるような会社を目指しておりま

す。まずはお気軽にお問合せく

ださい。 

Alldonewsについて 

不定期で月に一度ほどの発行となり

ますが、今後配信がご不要であれば

お手数ではございますが、こちらにご

返信またはご連絡をお願いいたしま

す。 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屋外の広い場所でのIoT利用

例えば建築用の鉄鋼や木材などの大型資
材、また、人が現場を直接回ると危険を伴う
ものの在庫管理において。  
こちらもルートと時間の設定をプログラミン
グしておきます。トラックや作業車が通るで
あろう場所でも夜中や人のいない時間にド
ローンが活躍してくれれば、作業 効率が上
がるだけでなく、事故などのリスクや照明や
空調のためのエネルギー削減にもなりま
す。 
在庫数に応じてそのまま発注担当者に連
絡する、もしくは、発注手配の準備までして
もらってはどうでしょう。  
 
ドローン1つ加わるだけでIoTシステムがで
きる範囲が大きく広がることを感じますね。  
 
小規模だからこそ色んな企業さんとのコラ
ボや試作などがしやすいのがアルドネット
の特徴です。  
IoTのお悩みも大歓迎ですが、IoTとドロー
ン、IoTとAI、などを組み合わせた実験など
のお問い合わせも、お気軽にご連絡くださ
い。 
 
来年も役に立つシステムをたくさん開発し
たいと思います。  
 

実際はつぶらな瞳の日本人女

性が対応しております。日本語し

か話せませんのでご安心してお

問い合わせください。

今月のカスタマーサポートのひとこと・・・気が付けば12

月も末ですね。とてもたくさんの出会いがあったすごく

充実した一年となりました。フランス人らしからぬ勤勉さ

で今も忙しそうに仕事をしているサファですが、皆様と

交流を持てた今年を、とても良い年だったとよく話して

います。年の瀬の忙しい折ですが、ご自愛いただき、素

敵な新年をお迎えください。弊社に関わってくださった

全ての方へ、感謝と来年へのご多幸の祈りを込め

て。。。☆ 

 

 

Merci !
Bonne année ‼
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